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まえがき 

この規格は，工業標準化法に基づき，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本

工業規格である。 

これによって，JIS X 0812:2007 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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図書館パフォーマンス指標 
Information and documentation-Library performance indicators 

 
序文 

この規格は，2008 年に第 2 版として発行された ISO 11620 を基に，技術的内容及び構成を変更すること

なく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

この規格は，あらゆる種類の図書館の評価に関係している。 

この規格の主たる目的は，図書館におけるパフォーマンス指標の使用を支持すること及びパフォーマン

スの測定方法についての知識を普及することである。 

国際的な図書館コミュニティである ISO/TC 46/SC 8 は，図書館パフォーマンス指標のための規格の開発

に責任をもつことを表明してきた。この規格の対応国際規格の確立によって，パフォーマンス指標の使用

が促進され，途上国及び先進国の図書館は，公式の計画立案手順及びデータ収集過程に関する，知識及び

スキルによる恩恵を受けるようになる。 

図書館サービスの品質は，品質管理及び品質保証についての幅広い主題に関係する。この規格は，ISO/TC 

176 によって作成される規格を承認し，支持する。 

この規格に収録した各パフォーマンス指標は固有の名称をもつ。この名称は，その記述の根拠とされた

文献とは異なる場合もある。このような相違については，指標の記述の中で示している。 

この規格に含まれるパフォーマンス指標は，実際に広く用いられている，又は文献によく取り上げられ

ているものである。実際の経験の反映又は一般化の必要性から，別の文献で示された指標の修正を盛り込

んだ記述となっているものも幾つかある。投入及び資源を分母とした比率表現は，かねてから定評もあり，

この規格で定義されているように図書館パフォーマンス指標の意味合いを説明するものである。 

この規格を作成する期間では，パフォーマンス指標についての検証及び文献的裏付けができなかった図

書館活動及びサービスがある。図書館のアウトカム及びインパクトの測定である。また，電子的サービス

は発展及び進化を続けており，そのような進化は，この規格におけるパフォーマンス指標と関連付けてモ

ニタする必要がある。図書館及び情報コミュニティは，既存及び新規の図書館のサービス及び資源に関す

るパフォーマンス指標を開発する仕組みを確立し，それに優先度を置くことが推奨される。 

この規格は，個人，図書館がサービス対象とするコミュニティ，又は社会に対する図書館サービスのア

ウトカム評価のためのパフォーマンス指標を現在は含まない。これは，図書館のためのパフォーマンス測

定において今も進化している領域である。この規格は，維持され，その発展はモニタされる。新たなパフ

ォーマンス指標は，検証され，妥当性を確認されたときに加えられる。 

パフォーマンス指標は，同じ図書館内で時系列の比較のために用いてもよい。図書館間の比較も可能で

あるが，注意を要する。図書館間の比較は，使用する指標の十分な理解及びデータの注意深い解釈のもと，

図書館の利用者層におけるあらゆる相違点を考慮に入れる必要がある（5.3.5 参照）。 


